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語ろう！ 出雲の國つくり�
　平成１５年２月１６日、大社町の大社文化プレイスうらら館を
会場に、出雲地区合併協議会の設立を記念して「出雲の國
つくりを考える青年シンポジウム」を開催しました。�
　当日は、当協議会委員でもある島根県立大学総合政策学
部の田嶋義介教授に「合併と新しいまちづくりについて」と
題した基調講演をいただいた後、２市５町でまちづくりに取り
組んでおられる青年の方 を々パネリストに迎え「語ろう出雲の
國つくり」をテーマにパネルディスカッションを行いました。�
　会場では、約３５０人の参加者が、新市のまちづくりに
ついての出演者の意見に耳を傾け、様 な々角度から合
併への取り組みを考えました。（詳細は４・５ページに掲載）�

第3号�
平成１５年３月１７日�

シンポジウム（パネルディスカッション）風景�

出雲地区合併協議会だより （出雲市・平田市・斐川町・佐田町・多伎町・湖陵町・大社町）�
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共 　 通 　 委 　 員�

出雲市学識経験委員�

平田市学識経験委員�

斐 川 町 議 会 議 員�

佐田町学識経験委員�

多伎町学識経験委員�

湖陵町学識経験委員�

大社町学識経験委員�

島根県出雲総務事務所長�

出雲市自治協会連絡協議会会長�

平田青年会議所副理事長�

広域行政調査特別委員会委員長�

佐田町商工会会長、佐田町地域合併協議会会長�

多伎町文化財専門委員�

JAいずもふれあい福祉課長、企画集団ペーパームーン代表�

大社商工会会長�

委 員 区 分� 所　　属　　等�氏　　名�

吉原　弘次�

西田　郁郎�

飯塚　俊之�

小島　光郎�

今岡仁左惠�

石飛　　��

中尾　　陽�

小川　峰夫�

◎�

○�

◎委員長　○副委員長�

◇
報
告
第
13
号

＊
新
市
名
称
・
庁
舎
検
討
小
委
員

会
報
告
に
つ
い
て

第
１
回
小
委
員
会
を
平
成
15
年

２
月
26
日
に
開
催
し
、
そ
の
開
催

平
成
15
年
２
月
28
日
（金）
、
出
雲
交
流
会
館
２
階
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第3回

合
併
協
議
会
を
開
催

内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

小
委
員
会
で
は
、
新
市
名
称
の

選
定
に
つ
い
て
、
公
募
の
実
施
や

選
定
基
準
を
協
議
し
ま
し
た
。
今

後
さ
ら
に
詳
細
を
詰
め
て
協
議
会

に
議
案
と
し
て
提
案
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
新
市
の
事
務
所
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
庁
舎
の

現
状
や
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
庁
舎
の
あ

り
方
や
機
能
な
ど
を
含
め
、
総
合

的
に
検
討
す
る
予
定
で
す
。

◇
議
案
第
12
号

＊
出
雲
地
区
合
併
協
議
会
小
委
員

会
設
置
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

第
１
小
委
員
会
、
第
２
小
委
員

会
、
第
３
小
委
員
会
及
び
新
市
議

会
制
度
検
討
小
委
員
会
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
伴

う
規
程
の
改
正
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
新
市
議
会
制
度
検
討
小
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
議
会

選
出
の
委
員
も
加
え
た
方
が
良

い
、
加
え
な
く
て
も
良
い
と
い

う
両
方
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
小
委
員
会
は
、

統
一
地
方
選
挙
後
に
立
ち
上
げ

て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
議
会
制
度
検
討

小
委
員
会
の
所
掌

事
項
に
選
挙
区
制

度
の
検
討
も
加
え

て
欲
し
い
、
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

【
協
議
会
で
の
結

論
】新

市
議
会
制
度

検
討
小
委
員
会

は
、
速
や
か
に
立

ち
上
げ
る
こ
と
と

し
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
は
各
市
町
の
学

識
経
験
を
有
す
る

委
員
及
び
共
通
委

員
と
し
、
議
員
の

意
見
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
審
議
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、委
員
か

ら
の
意
見
の
と

お
り
、選
挙
区
制

度
の
検
討
を
所
掌
事
項
に
加
え
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
13
号

＊
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
25
】（
前
回
「
協

議
第
５
号
」
で
提
案
）

①
事
務
局
及
び
総
務
企
画
専
門
部

会
等
で
原
案
作
成
　
②
幹
事
会
で

検
討
の
後
、
協
議
会
へ
原
案
を
提

出
　
③
内
容
に
よ
っ
て
は
協
議
会

か
ら
第
１
・
第
２
・
第
３
小
委
員

会
へ
付
託
　
④
小
委
員
会
の
報
告

を
受
け
て
協
議
会
で
決
定
、
と
い

う
手
順
で
計
画
策
定
を
し
て
い
く

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
秋
で
の
中
間
ま
と
め

を
目
標
と
し
、
そ
の
後
住
民
説
明

会
等
を
行
っ
て
住
民
の
み
な
さ
ま

の
意
見
を
反
映
し
た
う
え
で
、
平

成
16
年
１
月
頃
の
正
式
決
定
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
14
号

＊
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

（
前
回
「
協
議
第
６
号
」
で
提
案
）

各
種
事
務
事
業
調
整
に
あ
た
っ

て
は
、
①
一
体
性
確
保
の
原
則

②
住
民
福
祉
向
上
の
原
則
　
③
負

担
公
平
の
原
則
　
④
健
全
な
財
政

運
営
の
原
則
　
⑤
行
政
改
革
推
進

の
原
則
、
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
15
号

＊
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
23
】

（
前
回
「
協
議
第
７
号
」
で
提
案
）

各
市
町
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
、
早
期
に
調
整
を
行
っ

て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
経
費
を

抑
え
つ
つ
も
、
地
域
情
報
化
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
等
が
決

名　　　　称� 構成委員�

学識１名×７市町�
議員１名×７市町�
共通委員１名�

学識１名×７市町�
議員１名×７市町�
共通委員１名�

学識１名×７市町�
議員１名×７市町�
共通委員１名�

学識１名×７市町�
共通委員１名�

各市町１名×７�
共通委員（出雲�
総務事務所長）�

第 1 小 委 員 会�

第 2 小 委 員 会�

第 3 小 委 員 会�

新市議会制度検�
討小委員会�

新市の名称、新市の事務所の位置�

総務・企画、財政、�

議会及び消防・防�

災に関する事項の�

検討�

住民・福祉及び教�

育・文化に関する�

事項の検討�

産業及び建設・上�
下水道に関する事�
項の検討�

農業委員会委員の定数及び任期の取扱い、各種�
事務事業の取扱い（農林、水産、観光商工、建設、�
公営住宅、水道、下水道、都市計画）�

新市建設計画関連� 協 定 項 目 関 連�

所　　　掌　　　事　　　項�

慣行の取扱い、一般職の身分の取扱い、特別職の身分の
取扱い、組織及び機構の取扱い、消防・救急の取扱い、地
方税の取扱い、各種事務事業の取扱い（広報・広聴、交
通政策、国内・国際交流、男女共同参画、情報公開、選挙、
地域コミュニティ・行政連絡員、消防・防災）�

国民健康保険事業の取扱い、介護保険事業の取扱い、
各種事務事業の取扱い（保健事業、病院・診療所、障害
者福祉、高齢者福祉、児童福祉、その他の福祉、保育、環境、
人権同和、生涯教育、文化・スポーツ、学校教育）�

新市名称・庁舎検�
討小委員会�

議会議員の定数及び任期の取扱い�
（選挙区制度を含む）�

議

案

事

項

報

告

事

項

－２－

各 小 委 員 会 の 所 掌 事 項

新市名称・庁舎検討小委員会委員



そ

の

他

協

議

事

項

－３－

定
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
に
、
出
雲
市
外
６
市
町
広

域
事
務
組
合
に
２
市
５
町
の
中
か

ら
４
名
の
職
員
を
専
属
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
派
遣
し
、
電
算
シ
ス
テ
ム

統
合
の
準
備
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
は
、
合

併
の
枠
組
み
が
確
定
し
た
段
階

で
や
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
事
業
費
は
い
く
ら
位
か

か
る
も
の
か
説
明
願
い
た
い
。

【
会
長
の
回
答
】

・
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
た
め
、
準
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
統
合
作
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
各
市
町
の
主
体
性

を
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
事
務
局
の
回
答
】

・
現
在
実
施
し
て
い
る
電
算
シ
ス

テ
ム
統
合
調
査
・
基
本
計
画
策

定
業
務
の
最
終
報
告
が
平
成
15

年
６
月
に
出
て
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
事
業
費
な
ど
も

判
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
16
号

＊
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
８
】

条
例
・
規
則
に
つ
い
て
は
、
議

案
第
14
号
で
決
定
さ
れ
た
各
種
事

務
事
業
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
統

一
を
図
り
、
新
市
に
お
け
る
事
務

事
業
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
整

備
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

◇
協
議
第
８
号

＊
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併
協
定

項
目
９
】

今
後
「
新
市
議
会
制
度
検
討
小

委
員
会
」
に
お
い
て
審
議
し
、
協

議
会
で
決
定
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

〈
参
考
〉

２
市
５
町
は
新
設
合
併
す
る
た

め
（
第
２
回
協
議
会
で
決
定
）、
各

市
町
の
議
会
議
員
は
、
全
員
合
併

時
に
そ
の
身
分
を
失
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
設

置
の
日
か
ら
50
日
以
内
に
新
市
の

規
模
に
応
じ
た
定
数（
２
市
５
町
の

場
合
34
人
）
以
内
で
設
置
選
挙
を

行
う
こ
と
が
原
則
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
議
会
議
員
の
定
数
及

び
任
期
に
つ
い
て
は
特
例
措
置
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

例
措
置
を
適
用
す
る
か
ど
う
か

は
、
今
後
小
委
員
会
や
協
議
会
で

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
特
例
措
置
の
概
要
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

＊
出
雲
地
区
合
併
協
議
会
設
立
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
結
果

に
つ
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
数
、

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
等

を
報
告
し
ま
し
た
。（
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

＊
新
市
建
設
計
画
に
係
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

（
実
施
状
況
）

２
市
５
町
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
か
ら
１
６，

５
５
０
人

（
全
人
口
の
12
％
）
を
無
作
為
抽

出
し
て
実
施
し
た
状
況
を
報
告
し

ま
し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
回
（
第
４
回
）
の
協
議
会
で
報

告
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

【
委
員
か
ら
の
意
見
①
】

・
こ
れ
か
ら
小
委
員
会
に
分
か
れ

て
本
格
的
に
議
論
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
点

で
、
委
員
の
共
通
認
識
を
つ
く

る
た
め
に
、
協
議
会
の
場
で
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や

っ
て
は
ど
う
か
。

【
協
議
会
で
の
確
認
】

・
次
回
の
協
議
会
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
②
】

・
各
市
町
の
基
金
や
大
型
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、
市
長
・
町

長
の
間
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

【
会
長
の
回
答
】

・
議
論
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
お
互
い
良
識
と
信
頼
関
係

で
い
く
と
い
う
原
則
で
す
。
こ

の
問
題
は
引
き
続
き
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

出雲地区合併協議会だより�

1  定数特例（合併特例法第6条第1項）�
�
�

出雲地区７市町の人口（平成１２年国勢調査）計１７３,７７６人�
※地方自治法第９１条の上限定数　３４人�

旧市町村の議員は、合併後2年を超えない範囲に限り、新市町村の議員でいることができる。�
�

１２６人の�
全員が在任�
�

議会議員の定数及び任期の特例の概要（２市５町の新設合併の場合）�

特例�
定数�

上限定数34人の2倍を超えない
範囲で、協議により定めた定数�
（34×2＝68人）以下� （３４人以下）�

上限定数３４人を超えない範
囲で、条例で定めた定数�

合　併�

設置選挙�

（任期：4年）�

一般選挙� 一般選挙�

（３４人以下）�

上限定数３４人を超えない範
囲で、条例で定めた定数�

合　併�

選挙なし�

（任期：2年以内）�

一般選挙� 一般選挙�

2  在任特例（合併特例法第7条第1項）�

設置選挙の際に、法定定数の2倍を超えない範囲まで定数を増加することができる。�

出雲地区７市町の現在の議員数　計１２６人�
�



テ
ー
マ

「
語
ろ
う
出
雲
の

國
つ
く
り
」

設立記念

つくりを考える
青年シンポジウム」を開催

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン

菊地
き く ち

恵介
けいすけ

氏
出雲市在住。
島根日日新聞社

永見
な が み

隆志
た か し

氏
佐田町在住。団体職員、コミュニテ
ィ組織「中央みどり会」事務局長

須谷
す た に

美生
み お

氏
出雲市在住。フリーライター、
出雲市男女共同参画推進委員

飯塚
いいづか

大幸
だいこう

氏
平田市在住。一畑薬師管長、
平田市基本構想審議会委員

本田
ほ ん だ

一勇
か ず お

氏
多伎町在住。会社員、スイ
ムラン発案者・実行委員長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

パ
ネ
リ
ス
ト

平
成
15
年
2
月
16
日
（日）
14
時
30
分
か
ら
、
大
社
町
の
大

社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
・
だ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
主
な
提
言

内
容
等
を
紹
介
し
ま
す
。

★
合
併
に
対
す
る
思
い

＊
合
併
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
出
雲
だ
け
で
は
な
く
、
国
が
よ
く
な

る
よ
う
に
活
か
し
た
い
。

＊
21
世
紀
の
国
づ
く
り
は
、
再
び
こ
の
出
雲
圏
か
ら
と
い
う
気
概
を

も
っ
て
、
活
気
の
あ
る
出
雲
圏
を
目
指
し
た
い
。

＊
合
併
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
は
ど
ん
な
い
い
所
か
考
え
る
よ

い
機
会
。

＊
合
併
の
関
心
が
ま
だ
低
い
。
自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
。

＊
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
心
と
心
の
交
流
を
基
本
に
し
た
い
。

★
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ス
タ
ン
ス

＊
合
併
し
た
後
、
そ
の
中
で
お
互
い
が
牽
制
し
て
エ
ゴ
を
出
し
て
は

い
け
な
い
。
松
江
圏
と
張
り
合
う
の
も
良
く
な
い
。
出
雲
圏
と
松

江
圏
が
更
に
連
携
し
て
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
な
い

と
い
け
な
い
。

＊
「
出
雲
」
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し
て
圏
域

全
体
で
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

＊
２
市
５
町
で
各
地
域
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
で
き
、
お
互
い
に

痛
み
が
分
か
り
合
え
る
状
況
に
な
れ
ば
、
ま
ち
と
し
て
の
一
体
感

が
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
行
政
は
情
報
を
ど
ん
ど
ん
出
し
、

血
の
め
ぐ
り
を
良
く
し
、
脳
こ
う
そ
く
の
起
き
な
い
行
政
と
し
て

欲
し
い
。

＊
地
域
の
総
合
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
間
・

世
代
間
交
流
を
密
に
し
て
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

＊
住
民
も
、
自
分
た
ち
の
手
で
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
意
識

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

★
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
施
策

＊
働
く
場
の
確
保
の
た
め
の
産
業
の
育
成
を
。
新
し
い
ま
ち
と
し
て

－４－



講師
島根県立大学総合政策学部

田 嶋 義 介 教授
演題
「合併と新しい　　　
まちづくりについて」

田嶋教授は、全国で市町村合併が繰り広げられている最大の
原因は、国や地方の財政難にあると指摘。さらに、出雲地区任
意合併協議会が試算した２市５町での合併後の財政推計や島根
県の財政データを基に、次のようなご提言をいただきました。
①今回の合併は行財政改革のチャンスであり、暮らしを良く
し、税収増につながるようなまちづくりが必要である。
行財政改革をしないと合併のプラス効果が生まれない。

②２０００年までの過去１０年間の島根県内の総生産額において、
第３次産業の伸びが大きいことから、第１次・第２次・第
３次の各産業をバランスよく成長させていくのか、第3次産
業、あるいは環境・福祉・観光・教育を重視したまちづく
りをしていくのか、「まちづくりの哲学」が必要である。
また、合併後の中心部と周辺部での行政サービスに格差が生

じるといった不安を解消するために、合併特例法で認められて
いる「地域審議会」制度よりも更に強い権限を持った「自治区
長制」についての紹介があり、最後に、まちづくりと行財政改
革に対して、住民の皆様は監視の目を注いでもらいたいという
意見をいただきました。

出雲地区合併協議会だより�

出雲地区合併協議会

「出雲の國つ
講演中の田嶋教授

岡野
お か の

重敏
しげとし

氏
斐川町在住。会社役員、出
雲青年会議所会員

今岡
いまおか

純子
じゅんこ

氏
湖陵町在住。湖陵町主任児童
委員、湖陵町地域安全推進員

長谷川
は せ が わ

一雄
か ず お

氏
大社町在住。会社員、大社
町合併地域協議会委員

の
観
光
戦
略
を
た
て
、
例
え
ば
中
高
年
向
け
の
高
級
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
的
観
光
施
設
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

＊
観
光
面
で
は
２
市
５
町
の
地
域
間
で
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
更
に
、石
見
銀
山
と
か
圏
域
外
の
地
域
と
も
連
携
が
必
要
。

＊
出
雲
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
出
雲
に
愛
着
が
持
て
る
よ
う
な
教
育
、
都
会
に
出
て
も
帰

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
な
教
育
を
。

＊
大
人
が
前
向
き
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
が
子
ど
も

に
は
最
大
の
教
育
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り

を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

＊
行
政
は
、
無
駄
を
省
き
、
い
い
も
の
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
ス
タ
イ

ル
と
な
り
、
そ
れ
を
民
間
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
欲
し
い
。

＊
少
子
高
齢
化
を
逆
手
に
と
っ
て
、
新
し
い
産
業
が
で
き
な
い
か
。

（
例
　
各
温
泉
施
設
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
事
業
）

＊
若
い
人
が
意
見
を
出
せ
る
場
の
提
供
を
。
若
者
が
合
併
に
無
関
心

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

＊
分
権
の
受
け
皿
づ
く
り
を
出
雲
地
域
で
も
早
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
ま
と
め

＊
地
域
の
中
で
、
住
民
一
人
一
人
が
ま
ず
地
域
特
性
を
認
識
し
、
そ

れ
を
活
か
し
て
い
く
努
力
が
必
要
。

＊
今
回
出
た
意
見
を
合
併
協
議
の
参
考
に
。

★
会
場
か
ら

新
市
の
名
称
の
考
え
方
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
に
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
知
名
度
か
ら
も
「
出
雲
」
と
い
う
名
前

（
漢
字
、
ひ
ら
が
な
を
特
定
す
る
も
の
で
は
な
く
）
を
使
う
と
い
う
意

見
を
は
じ
め
、
古
代
出
雲
や
歴
史
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
名
前
、
２
市
５

町
の
地
域
特
性
が
分
か
る
名
前
と
い
っ
た
考
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

－５－



出雲地区合併協議会委員の交代�

第4回協議会　平成15年3月28日（金）15：00～　�
出雲市今市町北本町　出雲交流会館 

次回協議会は3月28日（金）�

至 佐田町�

至 斐川町�

至 平田市�至 大社町�

マ ッ プ�

出雲市役所●�

●合庁�

今市小学校●� ●体育館�

●中央病院�

●商工会議所�
国道9号�

国道9号バイパス�

出雲地区合併協議会事務所�

出雲市駅�

N

●市営プール●市営プール�●市営プール�

至 湖陵町・多伎町�

浜
山
公
園
通
り�

　平田市選出の委員に下記のとおり交代がありました。（○印は副会長）�

区　分� 平 田 市 �

議 長 �

議 員 �

○日野　恵行�

　三代二美男�

区　分� 平 田 市 �

議 長 �

議 員 �

○常松　吉幸�

　日野　恵行�

　今回の協議会には、斐
川東中学校の2年生13名
が見学に訪れました。若
い世代の人たちも、合併
について注目しています。�

＊統一地方選挙等のため、4月の協議会は開催しません。第5回協議会�
　は5月23日（金）に開催する予定です。�

（旧）� （新）�

－６－

合併協議会は原則的に公開しており、傍聴ができます。詳しくは事務局（電話０８５３－２３－１００８）
までお尋ねください。


